
 

                  

  

 
三
島
ふ
れ
あ
い
夜
市 

第
四
回
「
三
島
ふ
れ
あ
い
夜
市
」
が
七
月
十
七

日
（
土
）
農
協
駐
車
場
に
大
勢
の
住
民
が
集
い
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
「
バ
ナ
ナ
の
叩

売
り
」
と
「
し
り
相
撲
」
が
新
登
場
。
商
工
会
の

方
々
が
威
勢
良
く
、
お
も
し
ろ
、
お
か
し
く
、
元 

     

気
に
「
バ
ナ
ナ
の
叩
売
り
」
を
実
演
。
「
し
り
相

撲
」
は
、
八
人
の
選
手
達
が
優
勝
を
目
指
し
、
お

し
り
の
パ
ワ
ー
で
勝
負
に
挑
み
ま
し
た
。 

「
バ
ナ
ナ
の
叩
売
り
」
は
昨
年
の
反
省
会
で
、

ま
た
「
し
り
相
撲
」
の
方
は
、
今
年
の
実
行
委
員

会
で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
更
に
内
容
の
充
実
を

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

三
島
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
願
い
、
復
活

し
、
四
回
目
と
な
っ
た
夜
市
。
今
年
は
バ
ナ
ナ
の

叩
き
売
り
の
売
上
金
（
１
７
，
５
６
４
円
）
を
町

の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
、
町
の
活
性
化
に 

 
も
繋
が
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。 

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
や
各
関
係
者
の
皆
様
方

の
ご
協
力
で
無
事
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

        

平成 22 年

三
島
公
民
館
だ
よ
り 

  

「フーテンの寅さん」もたまげるほどの馬力
と、流暢な口上で会場内を、笑いの渦につつ
み「バナナの叩き売り」をする「三島の寅さ
ん」こと「油屋のサトちゃん」と「カット屋
のカズちゃん」に「見習いのタッくん」。 

7月
「はっけよーい、のこった」イケメ
ンけんじろう行司の仕切りでスタ
ート。おしりを突き出したり引いた
り、微妙な、駆引きをする選手達の
姿に、観客も大爆笑でした 
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★ ★ しり相撲の結果 ★ ★ 
優 勝 片岡 宏泰（高知市） 

準優勝 渡森  勤（日 吉） 

三 位 五島  暁（下大野） 

ちびっ子 ON ステージで全身を使って、

可愛い歌を披露する小松保育所（11 人）

と三島小学校（41 人）のちびっ子達 

カラオケ大会には地区

外の愛好者も飛入り参

加。日頃鍛えた喉を披露

していただきました。 

見事、しり相撲で優勝を果し、兵頭
自治会長から賞状と副賞を受取る、
片岡君。 



訓練の締めくくりは実放水。延川橋下を上手と下手分かれ、

副分団長の指揮旗を合図に一斉にポンプを回します。 

 

三 

島 

を 

守 

る 
   
 

 

七
月
十
八
日
、
梅
雨
明
け
の
暑
い
日
曜
日
、
六
部

落
の
消
防
団
員
が
早
朝
よ
り
三
島
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
集
合
し
「
夏
季
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

を
延
長
し
た
り
、
吸
水
管
で
水
利
を
確
保
し
た
り
し

な
が
ら
放
水
態
勢
を
取
り
、
再
び
撤
収
す
る
と
い
う

も
の
。
動
作
の
正
確
さ
と
ス
ピ
ー
ド
、
指
揮
伝
達
の 

訓
練
の
一
つ
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」
は
ポ
ン
プ
か

ら
約
五
十
ｍ
先
の
火
点
を
目
指
し
、
三
本
の
ホ
ー
ス 

        

消
防
団
第
四
分
団 

   

    

  

確
実
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
の
操
法
に
、
各
部
落
か
ら 

選
ば
れ
た
選
手
達
（
一
チ
ー
ム
）
四
人
は
、
三
週
間

に
わ
た
り
練
習
を
積
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

そ
の
他
車
両
・
服
装
点
検
、
部
長
や
班
長
の
号
令 

の
も
と
全
団
員
が
動
き
を
合
わ
せ
る
「
各
個
訓
練
」 

な
ど
も
行
わ
れ
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
消
防
団
の 

な
す
べ
き
任
務
を
確
認
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
こ
の
日
は
六
月
二
十
七
日
、
宇
和
島
で
開
催 

さ
れ
た
「
第
二
十
七
回
愛
媛
県
消
防
操
法
地
区
大

会
」
に
出
場
し
た
三
島
選
抜
チ
ー
ム
の
模
範
演
技
も 

あ
り
、
三
カ
月
間
の
猛
特
訓
を
重
ね
た
末
、
見
事
、 

三
位
入
賞
を
果
た
し
た
実
力
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

地
区
大
会
へ
の
出
場
、
夏
季
訓
練
の
実
施
に
向
け 

を
徹
底
す
る
事
で
協
力
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

週
三
回
、
三
カ
月
に
わ
た
る
努
力
に
よ
り
、
チ
ー
ム 

り
が
、
火
事
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
注
意 

ワ
ー
ク
を
更
に
固
め
た
消
防
団
。
私
達
は
一
人
ひ
と 

  

   

 

   

  パ
ソ
コ
ン
教
室 

  

今
年
度
、
最
初
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
六
月
七
日
に

開
講
。
講
師
に
は
前
回
に
続
い
て
入
舩
佳
代
子
さ
ん

（
延
川
）
を
お
迎
え
し
、
毎
週
火
・
木
曜
日
、
計
八

回
、
公
民
館
の
図
書
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
受
講
生
は
十
七
人
で
、「
パ
ソ
コ
ン
に
触

れ
る
の
は
初
め
て
」
と
い
う
方
も
多
数
参
加
。
「
パ

ソ
コ
ン
を
覚
え
た
い
」
と
の
一
心
で
慣
れ
な
い
手
付

き
な
が
ら
も
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
、
一
生
懸
命
マ

ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド
を
操
作
し
て
い
ま
し
た
。 

 

次
回
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
来
年
の
二
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
下
さ
い
。 

            

「女性消防団活動は私達に任せて！」
と立ち上がった松浦さんと渡邉さん。4月か
ら女性消防団員として活動されています。独
り暮らしの高齢者宅を訪問したり、防災の広
報活動をしたりするなど団の後方支援部隊
として私達の生活を守って頂きます。 

 

渡邉 円さん 
（小 松） 

松浦恵理さん 
（小 松） 

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
に
挑
戦 

入舩さんの的確な指導の下、真剣にパソコンに

向き合い、学習する17人の受講生の皆さん。 



  
 い

い
汗 

い
い
笑
顔 

各
部
落
と
も
、
コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
を
落
と
す
ま
い

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
技
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
試
合

を
展
開
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
皆
で
お
お
い
に
親
睦

を
深
め
て
い
き
、
閉
会
式
で
は
上
位
二
チ
ー
ム
の
表

彰
に
続
き
個
人
賞
の
発
表
も
あ
り
、
選
ば
れ
た
選
手

達
に
瀧
谷
繁
勝
会
長
か
ら
豪
華
賞
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

 

試
合
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。 

年
度
最
初
の
体
育
行
事
「
一
般
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
バ 

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

一
般
レ
ク
バ
レ
ー
大
会 

 

六
月
六
日
（
日
）
三
島
小
体
育
館
に
お
い
て
、
今 

              

                            

戸
祇
の
子
学
級 

編 
  
 
 
 
 
 

お
年
寄
り
と
児
童
と
の
交
流
会 

  
 

  

町議の程内さんを囲み、「 11連覇 」を成し遂げた

「川上チーム」の皆さん。慰労会のビールもさぞかし、

美味しくいただけたことでしょう。 

各部落の成績 

順 位 チーム 勝 敗 

優 勝 川 上 4 勝 0 敗 

準優勝 下大野 3 勝 1 敗 

3 位 久・延 2 勝 2 敗 

4 位 小 松 1 勝 3 敗 

5 位 広 見 0 勝 4 敗 

個 人 賞 

最 優 秀 賞 小越 謙二（川 上）

好 プレー賞 増原真由美（下大野）

ハ ッスル賞 松下 千鶴（延 川）

思うようにいか 

な かったで賞   中村 公昭（小 松）

ボールに弄ばれ 

たで賞    藤田 正宏（広 見）

今大会の最優秀選手に

輝き、閉会式で瀧谷体育

協会長から記念品を受

け取る小越さん 

惜しくも優勝を逃した「下大野チーム」の皆さん。慰労

会では楽しく、賑やかにお酒を酌み交わしながら「来年

こそは優勝だ！」と大いに盛上ったそうです。 

 
三島駐在所長 

6/28 竹とんぼ作り 

お年寄りの手解きを受け、「竹とんぼ
作り」に熱中する学級生達。材料の竹
は渡辺修さん（広見）が準備。実技も
渡辺さんを中心に、各部落の役員さん
に指導してもらいながら竹とんぼを
完成させました。 

6/2 開講式＆クロッケー大会 

今年度の学級生は 3 年生 8 人、4 年生 6 人、5 年生 6 人、 
6 年生 8 人と総勢 28 人。今年も１年間、老人クラブの

役員さんにお世話になりながら色々な事を学びます。 



行事の報告・予定 

－ 7 月 － 
 

5 日（月）戸祇の子学級   
     精進料理教室 

13：30～ 
三島小学校 

 
17 日（土）三島ふれあい夜市 
      18：00～ 

      ＪＡ三島支所駐車場 

 
25 日（日）職域レクバレー大会 
      8：30～ 
       三島小体育館 

 
31 日～8/1 戸祇の子学級  
           野外キャンプ  
      ふれあいの家安森 

 

－ 8 月 － 
       
8 日（日）広見川上り駅伝 

      8：30 開会 

     主催：広見川夢の会 
 

15 日（日）三島夏祭り 

      19：00～ 

      三島グラウンド 
 

 
祝・祭日には国旗を 

立てましょう。 

 
発 行 者 

鬼北町小松 1523 
三 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
公民館だよりは、下記のア
ドレスにアクセスすれば、
カラーでご覧になれます。 

 
鬼北町ホームページ 

アドレス http//www.town. 
    kihoku. ehime.jp/ 

 

今
月
号
は
、
第
三
代
保
存
会
会
長
を
務
め
た
松
本
恵

さ
ん
（
小
松
）
に
「
そ
う
め
ん
流
し
」
に
か
け
る
思
い

を
執
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

我
が
愛
し
の
三
島 

 

今
年
で
、
「
安
森
鍾
乳
洞
保
存
会
」
が
「
そ
う
め
ん
流

し
」を
始
め
て
、
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

じ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
慰
労
会
で
清
水
を

利
用
し
て
流
し
た
そ
う
め
ん
の
味
は
格
別
で
し
た
。 

 

「
よ
し
、
こ
の
冷
水
で
そ
う
め
ん
を
流
し
て
観
光

客
を
呼
ぼ
う
」
と
話
が
決
ま
り
、
昭
和
五
十
六
年

六
月
に
先
進
地
の
平
家
谷
へ
視
察
に
行
っ
た
り
、

洞
穴
を
整
理
し
た
り
し
て
、
七
月
か
ら
丸
木
柱
に

竹
屋
根
の
流
し
場
で
、
平
家
谷
に
続
く
県
内
で
二

番
目
と
な
る
の
「
そ
う
め
ん
流
し
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

     

 

を
求
め
て
六
十
名
の
同
志
が
日
暮
か
ら
夜
中
ま
で

七
十
ｍ
程
掘
り
進
め
た
の
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
。
当
時
、
鐘
乳
石
は
見
当
た
ら
ず
、
危
険
も
感 

有
の
岩
山
か
ら
湧
き
出
る
、
清
水
の
奥
に
鐘
乳
石 

小
松
谷
安
森
の
今
は
亡
き
、
渡
辺
秀
義
さ
ん
所 

 

そ
の
後
、
各
関
係
機
関
の
ご
支
援
に
よ
り
施
設

も
充
実
し
、
町
内
は
言
う
迄
も
な
く
県
内
外
か
ら
、

一
夏
に
一
万
人
を
超
え
る
来
客
を
も
て
な
し
、
今

年
で
三
十
年
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

安
森
洞
の
そ
う
め
ん
の
麺
は
「
か
も
川
そ
う
め

ん
」「
つ
ゆ
」
と
「
薬
味
」
は
会
員
の
手
作
り
。『
安

森
洞
独
得
の
味
』
を
と
、
真
心
を
込
め
て
そ
う
め

ん
を
流
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
修
行
中
。

何
か
、
お
気
付
き
の
点
が
有
り
ま
し
た
ら
申
し
出

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

私
達
会
員
は
地
域
お
こ
し
を
目
指
し
、
一
体
と

な
っ
て
「
そ
う
め
ん
流
し
」
に
取
り
組
ん
で
来
ま

し
た
が
、
会
員
の
平
均
年
齢
も
七
十
歳
を
超
え
、

保
存
会
の
運
営
も
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
も
皆
様
方
に
愛
さ
れ

る
「
三
島
の
名
所
」
と
し
て
長
く
守
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。

 

ご
寄
附
の
お
礼 

 

三
島
自
治
会
・
三
島
公
民
館
主
催
事
業
へ
、
次

の
方
か
ら
ご
芳
志
を
頂
き
ま
し
た
。 

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

五
月
二
十
四
日 

芝 
 

保
子
さ
ん 

（
小 

松
） 

六
月
二
十
一
日 

渡
辺 

 

守
さ
ん 

（
小 

松
） 

六
月
二
十
八
日 

清
家 

隆
司
さ
ん 

（
下
大
野
） 

リ
レ
ー 

エ
ッ
セ
イ 

ま
ご
ご
ろ
の

 
お
接
待
で
三
十
年 

        

松
本 
恵 （

八
十
六
歳
）
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